








要約 

blue-white lightは,FMNの如き500nm以下に作用波長を有する光増感物質が共存しない場

合にはビリルビンの光酸化を惹起せしめる活性酸素の産生を来たさないが,FMN が添加さ

れると活性酸素の産生を著しく高める。その処理はビリルビン自体が酸化物質に変化する

ことにより行われる。Theophy1lineが添加されると特にbiliverdinの生成が促進される。

しかし,類似の化学構造を有する urate は自らが酸化されてその活性酸素の処理に役立っ

ている。一方 green light はその様な作用が弱い故より安全な光源と考えられる。 


